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Munehiro Takami*, Hiromitsu Endo and Atsushi Fukui. 2016. First record of Conocara 
kreffti (Alepocephalidae) collected from off Okinawa Island, Japan. Japan. J. Ichthyol., 
63(1): 1-4. 

Abstract The family Alepocephalidae, comprising about 23 genera and at least 90 species 

ofbenthic and pelagic deep-sea fishes, includes IO species of the genus Conocara, known 
from about 800 to more than 5000 m depth in the Indo-Pacific and Atlantic oceans. 

Conocara is characterized by the dorsal-fin origin located posterior to the anal-fin origin, 
the dorsal-fin base length shorter than the anal-fin base length, the body covered with small 
scales (>80 in longitudinal row above lateral line), tubular scales in lateral line, maxilla 

toothless, upper jaw length equal to or longer than snout length and photophores absent on 
body. A single specimen of Conocara kreffti Sazonov, 1997 [NSM下P(National Museum 
of Nature and Science, Tsukuba) 104036, 329 mm in standard length] was collected from 

the continental slope of the Ryukyu Trench, Japan in a depth of 1338 1396 m, on 24 May 
2005. Conocara kreffti is distinguished from all congeners by the following combination of 
characters: dorsal-fin rays 21-28, anal-fin rays 35-43, number of scales in a longitudinal 
series above lateral line 190-270, palatine teeth present and premaxilla with a single bony 

rid~e. The species has been previously recorded from tropical and subtropical zones of the 
Indian Ocean and western central Pacific Ocean, but not from Japanese waters. The present 
specimen represents the first records of the genus企omJapanese waters and the northernmost 

record of Conocara kreffti. The new Japanese names“Yajiri-iwashi-zoku”and “Yajiri-
iwashi”are proposed for the genus and species, respectively. 

*Corresponding author: School of Marine Science and Technology, Tokαi University, 
Orido, Shimizu, Shizuoka 424-861αJapan (mune-ta知mi@hotmail.cojp)

セキトリイワシ科魚類は約浦少なくとも

90種が知られ，そのほとんどが 1000m以

深に生息する深海底棲性もしくは遊泳性である

(Markle and Quero, 1984 ; Nelson, 2006）.本科の成

魚の多くは背鰭が体の後部にある，頭部に鱗がな

い，および脂鰭と擦がないことによって特徴づけ

られる（Markleand Quero, 1984 ; Sazonov and Markle, 

1999）.セキトリイワシ科の一属 ConocaraGoode 

and Bean, 1896は，背鰭起部が啓鰭起部より後方

にある，背鰭基底長が脅鰭基底長より短い，体が

小鱗（側線上部縦列鱗数 80以上）に覆われる，

側線鱗が管状，主上顎骨に歯がない，上顎長が吻

長と同長かそれ以上および発光器を欠くことなど

で特徴づけられる（Sazonovand Markle, 1999 ; 

Sazonov et al., 2009）.本属は現在 10有効種を含

み，世界中の海域に広く分布し，水深 800mから

5000 m以深に生息することが知られている

(Sazonov et al., 2009）.しかし，これまで日本周辺

海域における本属魚類の採集報告はなかった．著

者らは，国立科学博物館（NSMT）の所蔵標本か

ら琉球海溝産の本属魚類の一種である Conocara

krefjti Sazonov, 1997の 1標本を発見したので，そ
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の形態を記載し，日本初記録個体として報告する

とともに，本属および本種の標準和名を新たに提

唱する．

計数と計測方法は眼径と眼寵径を除き Sazonov

(1997）にしたがった．眼径と眼寵径は水平と垂

直方向の最大長を計測した．対鰭の鰭条と鯨条骨

は左右を，間杷は第 1偲弓上の内外列をそれぞれ

計数した．垂直鰭の鰭条と脊椎骨の計数には軟X

線写真を用いた．

Conocara Goode and Bean, 1896 

ヤジリイワシ属 （新称）

Conocara kre所1Sazonov, 1997 

ヤジリイワシ（新称）

(Figs. 1-3) 

記載標本 1個体： NSMT-P104036, 328.9 mm 

SL，沖縄県うるま市津堅島沖の琉球海溝の陸棚

斜面（26・19.5'N, 128°21.2’E），水深 13381396 m, 

4mOREビームトロール，白鳳丸（KH-05-01,st. 

PS-08), 2005年 5月24日．

識別的特徴 本種は背鰭鰭条数が 21-28，轡鰭

鰭条数が 35--43，側線上部縦列鱗数が約 190-270,

前上顎骨前縁に骨質隆起がある，第 l偲弓に不連

続な内列鯨杷があるおよび口蓋骨歯があるととに

よって同属他種から識別される（Sazonov,1997 ; 

Sazonov et al., 2009). 

記載 背鰭鰭条数 25，啓鰭鰭条数 39，胸鰭鰭

条数 8（左） 9 （右），腹鰭鰭条数 7，尾鰭主鰭条

数 13+ 9，背側副尾鰭条数 12，腹側副尾鰭条数

13，鯨手巴数外列 1+ 16／内列 5+ 6，鯨条骨数 6,

側線有孔鱗数 54，側線上部縦列鱗数 218，背鰭起

部前方側線上部縦列鱗数 142，側線上部横列鱗数

22，側線下部横列鱗数 31，脊椎骨数 20+ 37 = 
57. 

体各部の体長比（%）を以下に示す．体高

14.4，体幅 10.4，頭長 28.9，頭高 13.1，頭幅 10.7,

吻長 9.0，上顎長 10.1，下顎長 12.5，水平眼寵径

8.5，垂直眼嵩径 4.2，水平眼径4.8，垂直眼径 3.6,

両眼間隔 5.7，尾柄長 10.9，尾柄高 5.4, !IT門前長

56.6，背鰭前長 72.0，啓鰭前長 61.7，胸鰭前長

30.8，腹鰭前長 49.0，背鰭基底長 15.5，脅鰭基底

長 28.2.

体はやや細長く，体高は胸鰭基底付近で最も高

い．体幅は胸鰭基底付近で最も広く，それより後

方では側肩する．頭部は吻端に向かつて細く尖る

円錐形状で，その断面は背側で広く，腹側で狭い

逆三角形状を呈する．口は亜端位．上顎後端は眼

宮前縁から眼前縁までの中央直下にある．前上顎

骨前縁には，水平方向に長い骨質隆起が左右に各

I本 露出する（plate”likepremaxillary‘visor’sensu 

Marki巴 andQuero, 1984) (Fig. 2）.上主上顎骨は 1

個．下顎は閉口時に上顎に被われる．下顎隅角部

は眼の中央直下に位置する．前上顎骨，歯骨およ

び口蓋骨には小円錐歯があり，前上顎骨と歯脅で

は l列に並ぶ．口蓋骨においては前端部では 6-7

本が疎らに 2列に，それより後部では l列に並ぶ．

主上顎骨は歯を欠く ．鼻孔は 2対．前鼻孔は小さ

く，細い楕円形で，後鼻孔に隣接する．後鼻孔は

二等辺三角形状でやや大きく，眼嵩前縁の直前に

位置する．眼寵は眼より水平方向に大きい．眼は

水平方向にやや長い楕円形で，その上縁および後

縁はやや厚い皮膚によって覆われる．偲孔は広く，

左右の鯨膜は眼の後縁下方で接し，峡部に癒合し

ない．第 l鯨弓の問、杷は，外列上枝では極めて短

く捷状で，下枝ではすべて先端が尖った二等辺三

角形状（Fig.3a），内列上枝では庇状で（Fig.3b), 

下枝の角鯨骨上では，下鯨骨との関節部付近にあ

るl本が斑状で，その後方にやや離れてある 2本

が極小突起状で，下鯨骨上の 3本が庇状．内列鯨

杷は角鯨骨上で途切れ，上鯨骨と下鯨骨の偲杷が

連続しない．角鯨骨上の微小なものを除き，鯨事E
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Fig. 1. Photograph of 70 % ethanol-preserved specimen of Conocara krejfti NSMT-P 104036, 328.9 mm SL, 

continental slope of the Ryukyu Trench, Japan. Whit巴lineindicates anus. 
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Fig. 2. Anteroventral view of upper and lower jaws of 

Conocara k問ffiiNSMτ~p 104036. Arrowed lines indicate 

premaxillary bony crest. 

はすべて小椋をもっ．旺門は腹鰭基底後端と腎鰭

起部の中央よりやや後方にある．背鰭基底は腎鰭

第 15鰭条から第 32鰭条の上方にある．胸鰭基底

上端は眼の中央を通る水平線上の直下にあり，胸

鰭後端は胸鰭基底と腹鰭起部までの中央に達す

る．腹鰭基底は体中央の腹縁にあり，腹鰭後端は

旺門を超える．尾鰭は強い湾入形．背腹側の副尾

鰭条は尾柄部の約 2/3を占める．各鰭はすべて軟

条からなる．体は頭部と胸鰭基底上方の躯幹始部

を除き，小鱗に覆われる．側線鱗は管状．体に発

光器はない．

色彩 70%エタノール保存下では，頭部と躯幹

始部の無鱗域は濃い青紫色，他の躯幹部と尾部は

一様に茶褐色，各鰭は茶褐色で基底部のみ淡い青

紫色．

分布 琉球海溝の陸棚斜面（本研究）．インド洋

および西部・中部太平洋の熱帯域から亜熱帯域の

水深 1134-1700m (Sazonov, 1997 ; Yeh et al., 2006). 

備考本標本は，上顎長が吻長とほぼ同長，主

上顎骨が歯を欠く，背鰭基底長が腎鰭基底長より

短い，啓鰭起部が背鰭起部より前方に位置する，

体が小鱗（側線上部縦列鱗数 218）で覆われる，

側線鱗が管状および発光器を欠くことなどの特徴

によって日本周辺から未記録の属である Conocara

に同定された（Sazonovand Markle, 1999 ; Sazonov 

et al., 2009）.また，本標本は背鰭鰭条数が 25，啓

鰭鰭条数が 39，側線上部縦列鱗数が 218，前上顎

骨前縁に骨質隆起がある，第 1鯨弓内列の鯨杷が

上鯨骨と下鯨骨にある，および口蓋骨歯があるこ

とで，本属 10種のうち Ckrefjti Sazanov, 1997にの

み一致した（Sazonov,1997 ; Sazonov et al., 2009). 

Fig. 3. First gill arch (right) of Conocara krejfti NSM下P

104036. a: outside; b: inside. Bars 5 mm. 

また，これら以外の計数・計測形質（第 l鯨弓の

角鯨骨の内列鯨杷を除く）も原記載に示された本

種の変異の範囲内であった．唯一の差異は第 l偲

弓内列の偲轄で，本標本では角鯨骨上にも偲杷が

3本あるのに対し，原記載ではこれを欠くとされ

ている．しかし，本標本で認められた角鯨骨上の

内列偲杷は下鯨骨に近接する l本を除き極めて小

さく，また上鯨骨と下鯨骨の内列偲杷が不連続で

あるという原記載の記述とも一致する．したがっ

て，本研究では本標本を仁 krejftiと同定し，角鯨

骨の内列偲把の有無は種内変異と判断した．

日本産セキトリイワシ科魚類は，ハゲイワシ属

Alepocephalus Risso, 1820，ウケグチイワシ属

Bajacalifornia Townsend and Nichols, 1925，ソコノコ

ギリイワシ属 BathyprionMarshall, 1966，オニイワ

シ属LeptochilichthysGarman, 1899，ナメライワシ

属LeptodermaVaillant, 1886，クログチイワシ属

Narcetes Alcock, 1890，ウケグチツブイワシ属
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Photos（）ノ！usBeebe, 1933，セキトリイワシ属 Rouleina

Jordan, 1923，ヒレナガイワシ属店lismaniaGoode 

and Bean, 1896およびツブイワシ属Xenodermichthys

Giinther, 1878の 10属が知られている（中坊・甲斐，

2013) . Conocara kre.fftiは体に鱗があることによっ

て，セキトリイワシ属，ツブイワシ属，ウケグチ

ッブイワシ属およびナメライワシ属と，背鰭起部

が脅鰭起部より著しく後方にあり，轡鰭基底長が

背鰭基底長より長いことによって，ハゲイワシ属，

ヒレナガイワシ属，ソコノコギリイワシ属，ウケ

グチイワシ属，クログチイワシ属およびオニイワ

シ属と容易に識別できる．

Conocara kre.fftiの採集記録の北限は台湾の北東

沖（24。25.4'N, 122'12.4' E-24。20.8'N, 122。15.3’E)
で、あった（Sazonov,1997; Yeh et al., 2006）.したがっ

て，本研究の標本は日本周辺海域からの初めての

報告であり，琉球海溝の陸棚斜面（26'19.5’N,

128'21.2' E）は本種の分布の北限記録となる．

ConocaraとConocarakrefftiにはこれまで標準和名

が与えられていなかったので，本標本（NSM下P

104036）に基づき，それぞれに対してヤジリイワ

シ属とヤジリイワシの新称を提唱する．これは，

Conocaraが三角形の頭を意味することに由来する．

謝 辞

JAMSTEC所属学術研究船白鳳丸の船長と乗組
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